
ダム復旧事例整理 整理番号

参考資料：「西郷ダム災害復旧調査実施設計業務報告書」(H24.3,東北農政局)

１．施設概要（基本諸元）

※諸元・写真は日本ダム協会HPより引用

32.5m/220m/360千m
3

3,299千m
3
/3,064千m

3

東北農政局

　-/1955

２．被災の状況（メカニズム）

（1）被災日時

○ 2011(H23)年3月11日14:46　東北地方太平洋沖地震(M9.0)

(2)被災の概要

　1)堤体

○ 天端のクラック

○ 天端波返しの段差・開き

○ 上流法面の段差・不陸及び法止コンクリートのクラック・変形

　2)付帯構造物

○ 洪水吐導流壁部のクラック

○ 洪水吐トンネル部のクラック

○ 取水トンネル部のクラック

○ 右岸法面保護工の崩落

○ 右岸緑地帯部のクラック

所在地
（河川名称)

福島県西白河郡西郷村大字鶴生
（阿武隈川水系鳥首川）

⑦西郷ダム

項　目 諸　　元

ダム名 西郷(にしごう)ダム

目的/形式 かんがい／アースダム

堤高/堤頂長/堤体積

総貯水容量/有効貯水量

ダム事業者

着工/竣工
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑦西郷ダム

３．復旧工法の検討

　1)堤体

＜復旧方針＞

○

○

＜撤去範囲の決定＞

○ 復旧工における堤体の撤去範囲は次のとおりとする。

復旧工における撤去範囲と撤去形状

西郷ダム堤体では、ダム天端部のダム軸方向開口クラック、堤体上流法面保護層部の
滑動、堤体上流パラペット擁壁の変状が主たる被災状況として確認された。

復旧工は、ダム天端クラックの撤去、堤体上流法面保護層部の撤去、堤体天端上流部
のパラペットを撤去し、地震動に対する安全性の向上を図る方針とする。

・堤体天端部は、被災状況調査で確認した「天端クラックの到達深度」、「クラック下端掘
り下げ深さ」、「コーン貫入不可深度」、「波返し変状状況」から下図に示す形状とする。
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＜復旧工標準断面の決定＞

・堤体上流斜面部は、「堤体上流変状範囲」、「クラック深さ」、「法面保護層深さ」、「軟弱
面分布状況」から下図の形状とする。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑦西郷ダム

＜復旧工断面の安定性評価＞

・ダム設計基準に基づく安定計算（震度法kh=0.15)によりすべり安全率Fs≧1.2を確保す
ることを確認。
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 2)付帯構造物

＜復旧方針＞

○

○

○

コンクリート構造物のクラック箇所は、充填工法等により補修

右岸法面保護工の崩落箇所は、崩土を撤去後、吹付法枠による復旧を計画

右岸緑地帯部のクラック箇所は、クラック深度以下までを掘削後、再盛土による復旧を計画。

図.コンクリート構造物復旧

図.右岸法面保護工復旧

図.右岸緑地帯部復旧
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 3)施工手順
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